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1986 年 12 月 18 日に、僕は生まれてはじめて逮捕されました。その理由はケ
ンカとか窃盗ではなく、その 1 年半くらい前、85 年 3 月に渋谷区役所で指紋押
捺義務を果たさなかったからです。逮捕は突然でしたが、とくにびっくりはしま
せんでした。結局、僕の逮捕・留置中に渋谷区長もやむを得ず警察の要請に応じ
ました。そのおかげで、僕は、渋谷署で 1 泊 2 日でなくて 2 泊 3 日もお世話に
なりました２）。検事に略式裁判を強く勧められましたが、略式裁判だと指紋押捺
















２）拙稿「ショートな初体験――ぼくも逮捕された・その１」『水牛通信』1987 年 2 月 10 日号を参照。












外登証の切替え期間は 3 年ごとから５年ごとへ、登録年齢は 14 歳から 16 歳へと変えられました。
論拠でした。

































ア・太平洋戦争の終結としての大日本帝国の敗戦（1945 年）までの 36 年間の時代です。その間に何
らかの利益か冒険を追求して大勢の日本人が進んで朝鮮に移り住んでいきました。その影響で土地
や職を奪われた朝鮮人の多くが、仕事を求めるために来日を余儀なくされたのです。今日の日本生





























1989 年 6 月、大阪で僕も含めて係争中の 13 人は、大赦自体が公正な裁判を妨
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的不服従」11）と捉えています。1980 年代の拒否行動は、韓宗碩�� �����さんが 80 年に起
こした「たった一人の反乱」に端を発し、その後、拒否者が徐々に全国各地にま


























































12）佐藤恵『自立と支援の社会学』東信堂、2010 年、第 6 章を参照。
13）ご承知のように、これは、太平洋戦争の勃発に伴い、合州国政府が 1942 年、その 9 割がアメリカ国
籍をもった二世を含めた 12 万人もの日系人を強制収容所に移住させることに至りました。その悪質
な人権侵害に対して立ちはだかった市民運動はやっと政府を動かし、謝罪と賠償を実現できたのが

































14）詳しくは、拙稿「日米のはざまで、日本に生きて 40 年～その 1ベトナム戦争時代の日本での体験」
『社会臨床雑誌』（日本社会臨床学会）第 23 巻・第 2 号、2015 年 10 月、pp.31-42 を参照。その一部
は、2014 年 11 月 2 日の和光大学の発表「ジョニーは戦場へ行ったが、ボクはいかなかった～大学




























































自由だ」21）と。20 年後の 1986 年に法務省を訪ねたときに僕と数名の拒否者は別














20）この出典は李相鎬さんの裁判陳述によるものだと思われます（横浜地裁、1986 年 2 月）。「在日の人
権運動を牽引———金敬得弁護士を偲ぶ」『民団新聞』2006 年 1 月 18 日、および第 123 回国会の法
務委員会 第 5 号、1992 年 4 月 7 日を参照。ちなみに押捺年齢は 14 歳だった時代に警察当局でさ
え、指紋採取が身体拘束を受けていない少年に対して与えうる「心情に著しい影響」を認めました。

























私たちは、祖国の分断に思いを致しながら、この地日本で 1 日 1 日のかけ
がえのない生活を送っています。今日では在日同胞の大半を、日本で生まれ














































ことです。在日本朝鮮人総連合会（朝鮮総連）は、1945 年 10 月に結成された在日本朝鮮人連盟
（朝連）に発端し、1955 年 5 月に朝鮮総連として再編されました。北朝鮮で 1948 年に樹立された朝
鮮民主主義人民共和国の公認を受け、多くの民族学校を経営しています。もう一方、在日本朝鮮人































28）鄭さんは、在留期間の短縮（3 年から 1 年に）をめぐって、国を相手取って損害賠償請求裁判を起



























































































た 34）。1987 年 9 月に押捺義務は 5 年ごとから原則 1 回限りになりましたが、そ
の代りに写真と指紋付き登録証のカード化が導入され、翌年に運動側から「転写
拒否・不服従宣言」という新たな拒否行動を喚起したのです。結局、先述のよう























































起こした勇断は大きな波紋を投げかけたのです。93 年 1 月に永住者の指紋押捺
撤廃から半年後、官房長官の河野洋平は戦時中の「慰安婦」制度に日本軍が関与
し、「本人たちの意志に反し」「強制的な状況」下で大量のアジア女性を駆り集めた








36）河野洋平「慰安婦問題に関する河野洋平内閣官房長官談話」1993 年 8 月 4 日、村山富市「戦後 50








































































有馬哲夫『原発・正力・CIA』新潮社、2008 年、第 1 章～第 2 章、および山本義隆『福島の原発事故























































































































にかかわる竹前栄治証人尋問書」『東京経済大学会誌』第 161 号、1989 年 6 月、p.351。
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